





































　保健体育教師 1 名が、学習者に対して、バレーボール体育授業の指導をした。 
　バレーボール体育授業の内容は、授業課題の説明とネット準備後、準備運動、円陣パス、ネットを介し
た 3 対 3 の練習、サーブ練習、ミーティング、試合、後片付け、反省会などであった（図 1）。歩数計法で
記録したのは、授業開始後の準備運動から試合終了後までの50分間であった。
　バレーボールのゲームは、一般的に 6 人制で行われるが、本研究では 1 チーム 5 人制で行った。1 チー
ム 5 人で行った理由は、球技の領域における「ネット型」のバレーボールと「ゴール型」のバスケットボール
の両者の学習者の活動量を同一対象者において検討するためである。すなわち、すでに報告2）したバスケッ
トボール体育授業（1 チーム 5 人）と本研究の体育授業時の学習者を、同一対象者であり同人数（1 チーム 5
人）に合致させて比較するためであった。






　歩数計法3） 4） 5） 6）を用いて、歩数計値（歩/分）を経時的に測定して、体育授業過程に伴う学習者の活動強





　活動強度別の歩数計値（歩/分）の区分は、時間割合が 0 歩/分、1 ～ 49歩/分、50 ～ 89歩/分、90 ～
119歩/分、120 ～ 200歩/分の 5 段階（図 3 参照）、また、体育授業時間における各歩数計値（歩/分）の歩






















































して 0 歩/分が7.5（±6.0）％であった。1 ～ 49歩/分が、31.2（±14.4）％であった。50 ～ 89歩/分は33.7（±








は、0 歩/分（r＝−0.808, p<0.001）と 1 ～ 49歩/分（r＝−0.893, p<0.001）の活動時間の割合（％）との間には
統計的に有意な負の相関がそれぞれ認められ、50 ～ 89歩/分（r＝0.475, n.s.）には相関はなく、90 ～ 119歩
/分（r＝0.951, p<0.001）と120 ～ 200歩/分（r＝0.739, p<0.05）の活動時間の割合（％）との間には統計的に有
意な正の相関がそれぞれ認められた。
　バレーボール体育授業の累積歩数と活動強度別の時間割合（％）との間において、体育授業の累積歩数
（歩）を目的変数（ｙ）、4 段階の各歩数計値の時間割合（％）を説明変数（0 歩/分（％）：x1、1 ～ 49歩/分
（％）：x2、50 ～ 89歩/分（％）：x3、90 ～ 119歩/分（％）：x4）として、重回帰分析をした。その結果、得ら
れた重回帰式は、下記の通りであった。 











計値（歩/分）を 4 段階の活動強度に区分し、各歩数計値（歩/分）の歩数（歩）の平均（±標準偏差）を表した。 
　図 5 の右に示した、バレーボールの学習者の歩数の平均（±標準偏差）は、歩数計値（歩/分）が 1 ～ 49と








0.857, p<0.001）の歩数との間には統計的に有意な負の相関が認められた。一方、50 ～ 89歩/分（r＝0.603, 
























































度の時間割合（％）が72.4％と多かった。しかし、3 メッツ未満と 3 メッツ以上の活動強度に相当する累積
歩数では、ともに約1,500歩であり、同程度であった。一方、本研究のバレーボール体育授業における学
習者の累積歩数からみた活動量は、50 ～ 89歩/分、90 ～ 119歩/分、120 ～ 200歩/分の活動強度の歩数
に依存して多くなる活動パターンの特徴が認められた（図 6）。
　本研究のバレーボールとすでに報告した本研究と同一対象者のバスケットボールにおける活動強度別の






















































を算出した。歩数計値（歩/分）を 5 区分した時間割合（％）と歩数計値（歩/分）を 4 区分した歩数（歩）から、
授業時間に占める活動強度の分布をそれぞれ求めて、活動パターンの分析をした。
　その結果、以下のことが明らかになった。




3 ） バレーボール授業時間に対する歩数計値（歩/分）を 5 区分した割合（％）の平均は、0 歩/分が7.5％、
1 ～ 49歩/分が31.2％、50 ～ 89歩/分が33.7％、90 ～ 119歩/分が21.4％、120 ～ 200歩/分が6.2％で
あった。3 メッツ未満に相当する活動強度の時間割合（％）は、72.4％であった。
4 ） バレーボール授業時間における活動強度別を 4 区分した歩数（歩）の平均は、歩数計値 1 ～ 49歩/分
が347歩、50 ～ 89歩/分が1,205歩、90 ～ 119歩/分が1,083歩、120 ～ 200歩/分が442歩であった。3
メッツ未満と 3 メッツ以上の活動強度に相当する累積歩数は、ともに約1,500歩であった。
5 ） バレーボール体育授業時間における学習者の累積歩数からみた活動量は、0 歩/分と 1 ～ 49歩/分の
活動強度別の時間割合（％）との間には統計的に有意な負の相関がそれぞれ認められた。50 ～ 89歩/分
の時間割合には相関がなく、90 ～ 119歩/分と120 ～ 200歩/分の時間割合（％）との間には統計的に有
意な正の相関がそれぞれ認められた
6 ） バレーボール体育授業時間における学習者の累積歩数からみた活動量は、1 ～ 49歩/分の累積歩数
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